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藪
野
直
史
オ
リ
ジ
ナ
ル
注
附 

    

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
論
考
は
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
十
一
月
発
行
の
『
鄕
土
硏
究
』
二
巻
九
号
に
初

出
さ
れ
、
後
の
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
五
月
に
岡
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
単
行
本
「
南
方
隨
筆
」
に

収
録
さ
れ
た
。 

 

底
本
は
同
書
初
版
本
を
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
原
本
画
像
（
こ
こ
が
冒
頭
）
で

視
認
し
て
用
い
た
。
但
し
、
加
工
デ
ー
タ
と
し
て
サ
イ
ト
「
私
設
万
葉
文
庫
」
に
あ
る
電
子
テ
ク
ス
ト

（
底
本
は
平
凡
社
「
南
方
熊
楠
全
集
」
第
二
巻
（
南
方
閑
話
・
南
方
随
筆
・
続
南
方
随
筆
）
一
九
七
一
年

刊
で
新
字
新
仮
名
）
を
加
工
デ
ー
タ
と
し
て
使
用
さ
せ
て
戴
く
こ
と
と
し
た
。
こ
こ
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。 

 

実
は
、
本
篇
は
「
選
集
」
版
を
「
臨
死
の
病
人
の
魂
、
寺
に
行
く
話
」
と
し
て
古
く
に
公
開
し
て
い
る

が
、
今
回
の
も
の
が
、
正
規
表
現
版
と
な
る
。
底
本
で
は
ベ
タ
一
段
落
で
あ
る
が
、
「
選
集
」
の
段
落
成

形
に
倣
っ
て
三
段
落
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
落
末
に
注
を
附
し
た
。］ 

 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/160
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/minakata2.htm
http://kiebine2007.amearare.com/minakata2.htm
http://kiebine2007.amearare.com/minakata2.htm
http://kiebine2007.amearare.com/minakata2.htm
http://yab.o.oo7.jp/rinsi.html


  
 

 
 

臨
死
の
病
人
の
魂
寺
に
行
く
話 

  

柳
田
君
の
遠
野
物
語
八
七
と
八
八
に
、
大
病
人
の
死
に
瀕
せ
る
者
、
寺
に
詣
る
途
上
知
人
に
遭
ひ
、
次

に
寺
に
入
つ
て
僧
に
面
し
茶
を
飮
ん
で
去
つ
た
が
、
後
に
聞
合
は
す
と
其
時
步
行
叶
は
ず
外
出
す
る
筈
無

く
、
其
日
死
亡
し
た
と
知
れ
た
話
二
條
を
載
す
。
何
れ
も
茶
を
飮
ん
だ
跡
を
改
む
る
と
、
疊
の
敷
合
せ
へ

こ
ぼ
し
あ
つ
た
と
あ
り
。
寬
文
元
年
板
、
鈴
木
正
三
の
因
果
物
語
下
に
、
賀
州
の
牢
奉
行
五
郞
左
衞
門
、

每
月
親
の
忌
日
に
寺
へ
參
る
。
或
時
融
山
院
へ
來
た
り
て
、
某
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
そ
れ
が
し
」
。
］
煩

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
わ
づ
ら
ひ
」
。
］
の
故
御
寺
へ
も
參
ら
ず
と
云
ひ
て
、
茶
の
間
で
茶
二
三
服
呑
ん
で

歸
る
。
明
日
納
所
行
き
て
、
御
煩
ひ
を
存
ぜ
ず
無
沙
汰
せ
り
、
昨
日
は
能
く
お
出
で
候
と
言
ふ
と
妻
子
、

五
郞
左
衞
門
立
居
叶
は
ず
、
昨
日
今
日
は
取
分
け
苦
し
き
故
、
寺
參
り
も
成
ら
ず
と
申
さ
れ
し
と
あ
る
。

多
分
は
永
か
ら
ぬ
う
ち
に
死
ん
だ
の
だ
ら
う
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
柳
田
君
の
遠
野
物
語
八
七
と
八
八
に
、…

…

」
私
の
『
佐
々
木
（
鏡
石
）
喜
善
・

述
／
柳
田
國
男
・
（
編
）
著
「
遠
野
物
語
」
（
初
版
・
正
字
正
仮
名
版
） 

八
六
～
八
八 

末
期
の
魂
の
挨

拶
』
を
参
照
。 

「
寬
文
元
年
板
、
鈴
木
正
三
の
因
果
物
語
下
に
、…

…

」
「
因
果
物
語
」
は
江
戸
初
期
の
曹
洞
宗
の
僧
で

仮
名
草
子
作
家
、
元
は
徳
川
家
に
仕
え
た
旗
本
で
あ
っ
た
鈴
木
正
三

し
ょ
う
さ
ん

（
天
正
七
（
一
五
七
九
）
年
～
明
暦

元
（
一
六
五
五
）
年
）
が
生
前
に
書
き
留
め
て
い
た
怪
異
譚
の
聞
き
書
き
を
没
後
に
弟
子
ら
が
寛
文
元

（
一
六
六
一
）
年
に
板
行
し
た
仮
名
草
子
怪
談
集
。
当
該
部
は
下
巻
の
「
十
七 

人
の

魂
た
ま
し
ひ

死
人
を
喰く

ふ

事
附

精せ
い

魂こ
ん

）
寺
へ
來き

た

る
事
」
の
「
附
け
た
り
」
中
の
一
話
。
愛
知
県
図
書
館
「
貴
重
和
本
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

の
初
版
本
（
P

D

F
一
括
版
。
状
態
は
非
常
に
良
い
）
の
「
81
」
コ
マ
目
（
左
丁
二
行
目
以
降
）
を
視

認
し
て
示
す
。
一
部
の
読
み
を
送
り
出
し
た
。
ま
た
、
幾
つ
か
の
略
字
や
不
審
な
箇
所
は
所
持
す
る
明
治

四
四
（
一
九
一
一
）
年
冨
山
房
刊
の
袖
珍
名
著
文
庫
版
の
饗
庭
篁
村
校
訂
本
で
訂
し
た
。 

 
 

 

＊ 

 

賀
州

か

し

う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
加
賀
国
。
］
の
牢ら

う

奉
行

ぶ
ぎ
や
う

、
五
郞
左
衞
門
と
云
ふ
者
、
後
生
願

ご
し
や
う
ね
が
ひ

に
て
、
每ま

い

月げ
つ

、

親
の
忌
日

き

に

ち

に
寺
へ
参
る
也
。
或
る
時
、
融
山
院
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー

タ
）。
曹
洞
宗
。
］
へ
來
り
て
、 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/12/post-e834.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/12/post-e834.html
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https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/12/post-e834.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/12/post-e834.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/12/post-e834.html
https://websv.aichi-pref-library.jp/wahon/pdf/1107295861-001.pdf
https://websv.aichi-pref-library.jp/wahon/pdf/1107295861-001.pdf
https://www.google.com/maps/place/%E8%9E%8D%E5%B1%B1%E9%99%A2/@36.5484206,136.6669171,13z/data=!4m5!3m4!1s0x0:0xd586e84b60dd8dea!8m2!3d36.5502606!4d136.6548175


「
某

そ
れ
が

し
、
煩

わ
づ
ら

ひ
故ゆ

ゑ

、
御
寺

お
ん
て
ら

へ
も
參
ら
ず
。」 

と
云
ひ
て
、
茶
の
間
で
、
茶
、
二
、
三
服
、
呑
み
て
、
歸
る
。 

 

明
日

あ
く
る
ひ

、
納
所

な
つ
し
よ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
狭
義
に
は
禅
宗
寺
院
に
於
い
て
、
金
銭
な
ど
の
収
支
事
務
を
扱
う
担

当
僧
を
指
す
。］
、
行
き
て
、 

「
御
煩
ひ
を
存
ぜ
ず
、
無
沙
汰
也
。
扨
、
昨
日
は
能
く
御
出

お

ん

い

で
そ
ろ
。」 

と
、
言
ふ
と
、
妻
子
、
云
ひ
け
る
は
、 

「
五
郞
左
衞
門
は
以
つ
て
の
外
に
煩
ひ
て
、
立
居

た

ち

ゐ

も
叶
は
ず
、
結
句

け

つ

く

、
昨
日
今
日
は
、
取
り
分
け
、
煩
ひ
、

苦
し
き
故
、
寺
參
り
も
成
ら
ず
。」 

と
申
さ
れ
し
と
語
る
也
。 

 
 

 

＊
］ 

 

熊
野
で
は
、
人
死
し
て
枕
飯
を
炊
ぐ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
か
し
ぐ
」
。
］
間
に
、
そ
の
魂
妙
法
山
へ
詣

で
、
途
上
茶
店
に
憇
ひ
て
食
事
を
し
、
畢
り
に
必
ず
食
椀
を
伏
せ
茶
を
喫
ま
ず
に
去
る
と
言
傳
へ
、
隨
つ

て
食
後
椀
を
伏
せ
た
り
茶
を
呑
ま
な
ん
だ
り
す
る
を
忌
む
。
因
て
考
ふ
る
に
、
以
前
病
人
死
ぬ
直
前
に
寺

に
行
つ
て
茶
を
喫
み
死
後
は
飮
ま
ぬ
と
云
ふ
說
が
廣
く
行
は
れ
た
の
が
、
分
離
し
て
後
に
は
別
々
の
話
と

成
つ
た
も
の
か
。
又
拙
妻
の
父
は
鬪
鷄
神
社
（
縣
社
、
舊
稱
田
邊
權
現
）
の
神
主
だ
っ
た
が
、
こ
の
社
祭

禮
の
日
は
近
鄕
の
民
に
し
て
家
内
に
不
淨
の
女
あ
る
者
來
つ
て
茶
を
乞
ひ
飮
ん
だ
。
其
緣
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
「
そ
の
つ
て
」
。
］
の
無
い
者
は
、
田
邊
町
の
何
れ
の
家
に
て
も
不
淨
の
女
の
無
い
家
に
來
て
茶
を
乞

ひ
飮
ん
だ
。
斯
く
せ
ず
に
祭
禮
を
觀
る
と
馬
に
蹴
ら
れ
る
な
ど
不
慮
の
難
に
罹
る
と
話
し
た
。
是
等
か
ら

見
る
と
、
佛
敎
又
は
兩
部
神
道
盛
ん
な
時
、
茶
に
滅
罪
祓
除
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ふ
つ
じ
よ
」
。
］
の
力

あ
る
と
信
ぜ
ら
れ
た
ら
し
い
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
鬪
鷄
神
社
」
和
歌
山
県
田
辺
市
東
陽
の
こ
こ
に
あ
る
。
「
和
歌
山
県
神
社
庁
」
の

「
鬪
雞
神
社
」
（
同
庁
の
正
式
登
録
名
表
記
）
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。
そ
こ
に
記
さ
れ
て
あ
る
が
、
熊

楠
の
妻
は
こ
の
神
社
宮
司
で
あ
っ
た
田
村
宗
造
氏
の
四
女
松
枝
さ
ん
で
あ
る
。］ 

 

臨
死
人
の
魂
が
寺
に
往
く
話
は
西
洋
に
も
多
く
、
マ
ヤ
ー
ス
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
パ
ー
ソ
ナ
リ
チ
ー
（
一

九
〇
三
年
板
）
卷
一
、
三
二
三
頁
以
下
に
、
大
病
で
起
居
も
成
ら
ぬ
父
が
、
階
上
に
眠
ら
ず
に
居
た
娘
を

誘
ひ
に
來
り
、
見
た
事
な
き
墓
地
に
伴
行
き
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
つ
れ
ゆ
き
」
。
］
、
あ
る
地
點
で
立
止
ま

つ
た
が
、
二
ケ
月
ば
か
り
經
つ
て
其
父
死
し
、
葬
所
に
往
つ
て
見
る
と
果
し
て
右
の
墓
地
で
あ
り
、
上
件

https://www.google.com/maps/place/%E9%AC%AA%E9%9B%9E%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@33.7295151,135.3839298,15z/data=!4m5!3m4!1s0x0:0xcdb9ef90e0466545!8m2!3d33.7295151!4d135.3839298
http://wakayama-jinjacho.or.jp/jdb/sys/user/GetWjtTbl.php?JinjyaNo=7001
http://wakayama-jinjacho.or.jp/jdb/sys/user/GetWjtTbl.php?JinjyaNo=7001


の
地
點
に
父
は
埋
め
ら
れ
た
と
あ
る
。
是
ば
か
り
で
は
證
據
が
弱
い
が
、
此
外
に
近
親
の
者
へ
も
、
睡
眠

中
で
無
く
現
實
に
、
こ
の
死
人
の
さ
と
し

﹅

﹅

﹅

が
屢
々
有
つ
た
と
云
ふ
記
事
も
あ
る
。 

 
 

 
 

（
大
正
三
年
十
一
月
鄕
硏
第
二
卷
九
號
） 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
マ
ヤ
ー
ス
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
パ
ー
ソ
ナ
リ
チ
ー
」
『
「
南
方
隨
筆
」
底
本
正
字
化
版

「
俗
傳
」
パ
ー
ト
「
睡
眠
中
に
靈
魂
拔
出
づ
と
の
迷
信 

一
」
』
に
既
出
既
注
。
熊
楠
の
指
示
す
る
同
板

の
当
該
ペ
ー
ジ
は
、「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
か
ら
。］ 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/05/post-0e031e.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/05/post-0e031e.html
https://archive.org/details/humanpersonality01myeruoft/page/322/mode/2up
https://archive.org/details/humanpersonality01myeruoft/page/322/mode/2up

